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研究成果の概要（和文）：近畿地方での配慮表現の実態を解明するため、大阪市、京都市、淡路島、新宮市・熊
野市で各地生え抜きの高齢者を対象に各々約90名ずつの面接調査を実施した。各々の調査結果はその都度、報告
書にまとめて刊行したが、大阪市や京都市などの有敬語地域における配慮表現の実態と、無敬語地域の淡路島や
熊野灘地域の配慮のあり方を比較することに心がけた。この結果、京都市や大阪市など、都市部ではウチ／ソト
といった意識にもとづいて敬語や配慮表現が使い分けられるが、淡路島や熊野灘沿岸地方は、ウチ社会中心であ
るため、ウチ／ソトで使い分けられることが少ないことが判明した。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the consideration expression of the Kinki region, we 
conducted an interview survey of about 90 people each in Osaka city, Kyoto city, Awaji island, and 
Kumano coastal area, targeting elderly people who had grown from various locations. The results of 
each survey were published in a report every year. In addition to elucidating consideration 
expression in honorific areas such as Osaka City and Kyoto City, we made a detailed description of 
consideration expression of Awaji Island and Kumano coastal area in the No-honorific area. As a 
result, it became clear that there is a mechanism that serves as a norm of language behavior unique 
to the No-honorific region, which is different from honorific region such as Kyoto and Osaka City.
Although honorific and consideration expressions can be used properly in Kyoto and Osaka based on 
the awareness of Uchi / Soto, since Awaji Island and Kumanosu coastal area are Uchi 
society-centered, Uchi / Soto is rarely used properly.

研究分野：日本語学・方言学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来、近畿地方には、有敬語の方言と無敬語の方言があることは知られていた。本研究では、これら有敬語地
域と無敬語の地域で、配慮表現に関する多人数調査を実施し、この違いが社会構造の差に基づいているのではな
いかという仮説を導いた。有敬語方言ではウチ／ソトといった場面にもとづいて敬語や配慮表現が使い分けられ
るが、無敬語地域では当該の社会の構成員が相互に親しいため、ウチ社会中心の社会であるため、敬語や配慮表
現の使い分けをする必要がない傾向にある。というよりもむしろ、敬語そのものが必要ではないということが明
らかになった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  発話行為や発話行動にもとづく配慮表現をテーマとする方言研究は、緒に就いたばかりであ
る。国立国語研究所編(2006)は、その先駆け的な存在であり、主要都市で世代差・男女差とい
った属性にもとづく調査を行い、社会言語学的観点から都市間での比較を行った。また、野田・
高山・小林編(2014)は、「配慮表現」を幅広く研究したものであり、通言語学的な変化の視点と
同時に共時的視点から日本各地に見られる地理的かつ社会的変異という、主に 2つの視点から
配慮表現の多様性について言及した。また、山岡・牧原・小野（2010）は、日本語における配
慮表現の記述と理論を詳細にまとめている。さらに、三宅・野田・生越編（2012）は「配慮」
自体を日本語のみならず、一部、アジアにまで研究枠を広げ、心理・言語行動・場の理論など
の観点から多角的に分析・把握できる可能性を示唆した。配慮表現に関わるこれらの先行研究
は、まだ地域方言研究の中では本格的に応用され、研究対象として取り上げられてはいない。
そこで、本研究では、対人コミュニケーション上の発話行為に重きを置き、近畿各地において
配慮場面での発話行為の運用や機能について分析を行う。近畿地方を調査対象にしようとする
理由は、京都市と大阪市においても「ハル敬語」に運用上の差が確認できることや、無敬語に
近いとされる方言が、大阪府南部や、和歌山県南部、三重県熊野市などに観察され、これらの
中には、有敬語地域に隣接する地域がある点である。このような地域間では、配慮表現上、ど
のような差を導けるのであろうか、興味深く思われると同時にこの差を明らかにしたい。 
 
２．研究の目的  
本研究では、近畿方言における配慮表現の特徴について地域差および男女差の観点からその
実態を明らかにするため、以下の３点を目的としている 

 
（１） 近畿方言には、京阪方言のように複雑な敬語体系を有する方言と、無敬語に近いとさ 
れる方言が存在する。敬語体系を異にする方言 間には配慮表現においてもが差がみら
れ、有敬語地域ほど配慮表現もバリエーションに富むと考えられる。この仮説を検証
する。 
 

（２） 対人コミュニケーション上の働きかけには、地域差のみならず男女によってどのよう
な差が現れるのか、調査を通じて、その特徴を浮き彫りにする。 

 
（３） ことばの運用面に視点を据え、地理的研究を展開する。 
 
３．研究の方法 
（１） 代表者・分担者・連携研究者・研究協力者が京都市・大阪市の 2大都市をはじめ、地方
の 4都市でフィールドワークによる調査を実施する（面接調査・補充調査）。 

 
（２）代表者・分担者が中心となり、近畿地方で教育委員会・公民館等の協力を得て、通信調
査（一部、留め置き調査を含む）を実施する（通信調査）。 
 
調査準備を経たのち、京都市・大阪市での面接調査を開始する。並行して、通信調査の準備
を行い、完了次第、調査を開始する。また、無敬語に近いとされる各都市で面接調査を実施す
るほか、通信調査を継続する。補充調査とデータ整理を行う。データの入力後、都市調査の結
果を統計的分析する。さらに通信調査結果を GIS で地図化し、地理空間情報を含めた分析・考
察を行う。 
 
４．研究成果 
 近畿地方の有敬語地域の代表地域として大阪市・京都市、無敬語地域の代表地域として淡路
島、熊野灘沿岸（熊野市・新宮市ほか）で 70 人～90 人規模の多人数調査を実施した。これら
四地域で実施した調査結果については『近畿方言における配慮表現の研究』と題して、研究成
果報告書(1) : 大阪市域調査編、研究成果報告書(2) : 京都市域調査編、研究成果報告書(3) : 
淡路島調査編、研究成果報告書、(4) : 新宮・熊野市域調査編にまとめた。この報告書での特
徴は、調査結果について明らかにするため、各地で協力頂いた方々のお一人お一人のやりとり
をすべて文字化し、pdf として報告書とは別に DVD に収納したことである。また、pdf 上の文字
化資料はすべて音声リンクを施した。このような経過での資料整理は、これらをベースにして
比較や分析を行う際、有効となるであろうし、これらの調査データをまた公開することによっ
て他の研究者が利用できる機会を提供できたはずである。なお、この文字化資料は 4つの報告
書ともに 1000 頁を超えており、29 年度中には大阪市の報告書をホームページにアップし、広
く国民に周知した。今後、残りの報告書についても体裁を整え、随時アップする）。平成 28年
8 月に中国南京市で行われた、 第 14 回調査国際シンポジウムで研究発表を行った。また、配
慮表現に関する通信調査に全国各地の自治体からご協力を賜り、全国各地 の 800 名をこえる
方々から調査票を返送いただいた。これらの地図は GIS ソフトを用いてほぼ地図化が完了して
おり、このデータを用いて徳島大学『言語文化研究』に原稿が掲載された。 
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